
Richard　Rolleの英文書簡体作品と

S－O－V型の語順

久保内端郎

　これはさきに『英語の歴史と構造』（宮部

菊男教授還暦記念論文集。研究社，1978年春

刊行予定）のためにまとめた拙稿rRichard

Rolleの“Epistles”における語順について」

に続くもので，ここでは前稿で詳細に検討で

きなかった問題の一つを選ぴ，それに関する

調査の中間報告を行ないたいと思う。全体を

2部に分け，第1部でこの調査作業に至るま

での経緯を前稿の要約を交えて明らかにし，

第2部でその調査報告を行なうこととする。

1

　英国14世紀の神秘主義者，Hampoleの

隠者Richard　Rolle（01300－1349）の著作

は14－15世紀を通じての中世英国で最も広

く読まれたものである。代表的な作品には数
　　　　　　　　　　　　　　（1）
多くの写本が残っており，H・E・Allenによ

れぱ，例えばラテン語の論文E卿齪4副o

y伽θには現存するものでも90種の写本が

数えられるというが，その数の多さが何より

もそのことを物語っている。また，14世紀

中葉の書写とされ，るMS、Tiber．E　viiには

Rolleの書簡体作晶の一つThθFoγ形げ

互u伽8の第1章の内容を平易にして860行

余りの韻文にしたもの（William　Nassyng－

tonの作と推定されている）が見出される
（2）

が，これも彼の著作が当時如何に熱心に読ま

れていたかを示すものであろう。C，Eorst一

manは彼をr真の意味でのイギリス文学の
　　　　　（3）
父」とまで呼ぴ，RW，Chambersも0％≠hθ

CO仰∫加‘吻げE％8Z勧Pyoεθ〃0泌オ塘θ4

’oハfoアθα，34雇55σhoo’（E．E．T．S，αs。

1914，1932）の中でRolleにAlfred王か

らThomas　Moreに至る英語散文の発達史

の上で極めて高い位置を与えている（PP・

ci仔・）。Horstmanの評言の妥当性はさてお

き，Chambersの評価は英語散文の連続性の

間題を検討する上で重要な意味を持ち，その

意味する所は何であるか吟味しておく必要が

あると考えられる。

　ChambersがRolleに高い地位を与える

のは何よりもRolleの散文の文体のもつ近

代的性格の故である。そしてその文体の近代

性（modcmity）をChaτnbersはRolleの

語順の用法に求める。

一anyonewhoreadsthesetractsmust
see　that，　desplte　their　Fourteenth－

Century　Yorkshire　di哉1ect，　we　have

in　them　modem　Engllsh　prose。The

spelling　and　form　of　the　words，some－

times　the　actual　vocabulary，1nay　be

strangel　but　the　arr＆ngement　of　the

wor（is　is　modem（P，ci）。

しかし，その語順における‘modemitゾを

Rolleの散文の全作品を通じて見た揚合，果

して全面的に主張し得るのであろうかと間う

時，われ’われはそこに多くの中世的要素をも
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また数多く見出し，可能なりと直ちに答える

ことに躍躇せざるを得ないのである。その

‘modemity’をRo11eにおける文の主成分

（主語・動詞・目的語・補語・副詞的要素等）

間の配列法の，近代英語におけるそれとの近

似性に求めるならば，その答は否とせざるを

得ないのである。しかしまた，他方，彼の散

文の中でもE80Doγ槻o，ThθCo魏鋭㈱4耀螂，

ThθFo㈱σ石∂2％9などの通常“RQlle’s

Epistleゴと呼ぱれる書簡体作品に限って見

た揚合は，少しく事情が異なり，Chambers

のさきの主張が或る程度首肯できる印象を覚

えることもまた事実である。そこでわれわれ

はRolleの語順の用法を各々の作品につい

て検討する必要のあることに思い至る。諸種

の語順の型についてその使用例の分布状態を

各作品について検討していけば，われわれの

感じたその印象を裏付ける結果が得られるの

ではなかろうか。

　その使用例の分布状態を観察すぺき語順の

型としては，当時のその当該の方言に基礎を

おく文語におけるmaiorな型，すなわち文

体的に‘unmarked”な形式ばかりでなく7

minorな型，すなわち新語法的或いは旧語

法的な形式・口語体或いは韻文体を想起させ

る形式・地域方言または階級方言における異

方言感を喚起するために用いられる形式・個

人言語的特色を示す形式等々からなる文体的

に‘marked’な形式をもまた取り上げるぺ

きである。いやむしろ後者の形式の用法にお

いてこそ著者の文体的意図がより明白に看取

されると考えられよう。ここで取り上げる独

立節におけるS－0－V型語順は後者の端的

な例の一つである。

　独立節におけるこの型の語順は，古英語以

来衰退の一途を辿り，14世紀末頃迄には名

詞目的語のそれが，15世紀末頃迄には代名

詞目的語の揚合のそれも，特に擬古的文語体

或いは韻文体を意図する場合を除き，散文か

らは殆ど姿を消す運命にあるのであるから，

従ってこの語順の有無は，中英語期の作晶の

言語的側面における新レさ・旧さを計る判定

材料の一つとして，言わぱ試金石的存在とし
　　　　　　　　　　　　（4）
て考えることができるものである。Rolle

の著作した時期すなわち14世紀前半期の

Yorkshire方言の散文においてもこの型の語

順は既に擬古的な文語体ないし韻文体を想起

させる形となりつつあったと考えられるので，

この語順の分布はRolleの各作品に対する

文体的考慮を計る一つの指標と考えることが

第1表
（Ho75襯㈱）

　Th6　Foγ”z　9ブ五2∂∫π8

　E801）0γ煽O
　T加CO挽卿απ4甥β魏
　ハfθ｛名乞≠α≠乞0％5　0？Z　’13θ　Pα55¢0η

　ハ4θ4露α≠Zo％　o％　ゴh8　1⊃α5520％　α箆4

　0プ丁砂θθ・4粥ヂo跳o％Do㈱54αツ

6・0解加吻roγ冷

7，0％P7αyθ7

8．小品雑篇

　Gαs吻（｝」α伽θ∬8

　TゐθBθ6

　0％∫hθ丁飾Co泌解α盟4解θ勉3

　D85野θ㈱4D8腕

（3－49）
（49－61）

（61－71）

（83－103）

　　（112－121）

（137－156，300－305）

　　（310－321）

　　（295－300）

　（81）

（193－194）

（195－196）

　（197）

S－On－V　　　S－Opr－V
（a）　（b）　　（a）　（b）

十　　一

　　十

十

十　　十

十
十
十

十

十
十
十



でき，それの調査は意味を持つと言える。

　名詞目的語・代名詞目的語それぞれの揚合

のその語順の分布を各作品について見ると前

頁の第1表のようになる。（a），（b）はそれぞ

れ㈱4，わo’‘but’，力γ等に導かれ’ない独立

節と導かれる独立節を指す。＋一は用例の

有無を示す。なお作品の分量を示す目やすと

して，利用し為Horstman版テキストの該

当ページを（）内に記しておいた。なおま

た散文作品中に挿入された韻文はこ二では対

象外とする。

　この結果は，独立節におけるS－O－V語

順は名詞目的語のそれであれ，代名詞目的語

のそれであれ，Rolleの書簡体作品1，2，3

には（a），（b）何れの環境においても現われ

ては来ないことをわれわれに示している。も

っとも7，8にも現われてはいないが，7は

内的証拠・外的証拠何れも積極的にRolle
　　　　　　　　　　　　　　（5）
の真作であることを証明し得ずあること，ま

た8は資料としてのその分量の少なさを理由

にここではこれらは考慮の外に置かざるを得

ないが，書簡体作品に対して払った文体的考

慮がこれらにも働いている可能性を認めるこ

とはできよう。

　ここで他の作品に見出されるこの語順の例

を検討しておきたい。例の多くはキリストの

受難の揚面或いはその他の聖書中の揚面を，

情感をこめて述べているコンテクストに見出

される。

　　　　　　⑥　（1）H89／26　A，10rd，♪o％π≠ooん

　and　tastydPere－oHe；（おお主よ，御身は

　それを取り嘗め給いき）

　（2）H114116，17（MS・Rawl・c285）
　a犯d　als　Ilaked　als　he　hangede，gudeゐθ

　砿％θhα4hym　with　for　to　hide，bot

　雇5　解04er　oo％γoゐψ　た％θ≠∫θ4　0bout　his

　Iyms・（彼十字架につけられし時のままに

　裸体にてあれぱ身を包むものとて何一つ持
　　　　　　　　　　　　　もら　たざりき。されど彼の母頭布もて股のまわ

　りに二結わ㌔、つ‘ナたり）
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（3）　　H　118134，35　（MS，Ra、vL　C　285）

Ofレe　eτth1クβ≠oたθa％d　made　pc　with

my　hendβ，aη（11n　paradise　pat　lufcly

StCde1〃θ5診α〃θ4レOre　tO　len（1el（われ，

地より汝を取り，我が手により汝を造り，

美麗しき地なる楽園に住まいさせんと汝を

其処に置きしに）

（4）　H　311124　a，foule，this　nyghteクθ

抑跳oμβJZθ≠hy5照」θ5αJJfratherefel

　　　　　　　　　　　　か（おお邪悪なる者よ，今宵地獄の彼の悪鬼

汝からその魂を奪い去るは必定）

そしてその多くは，その内容のために，擬古

的文語体或いは韻文体を想起せしめる調子で

書かれている。それは書簡体作品の中に挿入

された韻文にはこの語順が用いられているこ

とからも明らかであろう。E80PO解蜘中の

Cα％≠¢‘5α卿o海s（MS，Vemon）の例：

　（5）H60／7、8into戸ilight♪o％膨
　rθ4θ，and　wip》i　loue♪o％卿θル♂θ（御身の

　光にわれを導き，御身の愛にわが糧を得さ

　しめ給え）

　これらの例から，著者Rolleの各作品に

対する文体的考慮・意図の全般を推しはかる

ことはすぺきでないし，また不可能でもある

が，少なくとも，この語順の使用例の分布を

見る限りでは，彼は書簡体作品についてはこ

の語順が想起させるような文体を意図したの

ではなかったろうと言わざるを得ない。彼の

書簡体作品はそれぞれ特定の或る人物に対し

てその教育・教導を目的として書かれたもの

であることは明らかである。丁舵Fo7窺σ

L名η痂8はMargaret　Kirkeby或いは‘Mar－

garetlaBotelernunofHampoleンと呼ぱ

れた隠遁生活に入って間もない若い修道女に

宛てて書かれたものであり，E80Do7耀oは，

Cambri（1ge大学図書館所蔵のMS・Dd・v・

64においてはYedinghamの或る修道女に

献呈されているところから，その彼女に宛て

て書かれたものと考えられる。またThθ

Co規彿㈱4耀螂も，名前は判明していないも
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のの，1人の或る修道女に対して書かれたも
　　　　　　　　　（7）
のであることは間違いない。N　F　Blakeは

中英語期の宗教散文の中の教育・教導を目的

とする散文に，特定の聴き手を対象として書

かれた作品群と不特定多数の聴き手を対象と
　　　　　　　　　　（8）
する作品群の2種を区別する。前者を第一次

教導物（primary　instruct・ol1），後者を第二

次教導物（secondary　instmctiQn）と呼ん

でいるが，RoUeの作品は大まかに分けれぱ，

書簡体作品は前者に入り，Mθ齪観o郷など

は後者に入れることができるであろう。彼の

書簡体作晶はその説く所時に熱を帯ぴ高揚す

るが，その調子は概ね平静で静かな語り口で

あり，それは擬古的文語体や韻文体を想起せ

しめない調子で貫かれ，やや口語的な，と言

ってもけっして論理的緊密さを失なうことの

ない説教体，或いは説教書簡体とでも言うべ

き文体に主として支配されている。Rolleの

各作品間におけるS－0－V語順の使用例の分

布状態は，極めて端的にその間の事情を裏書

きしていると見なされて良いであろう。

　さてわれわれは，これまでの所で，Rolle

の散文作品の語順を論じるならぱ，Rolleに

おいてはその書簡体作品を，別個に扱う必要

性のあることを，主として共時的な観点から

見たが，次に通時的な観点からもそのような

分類が要求されるのであろうかという問題が

生じる。そこでこの独立節におけるS－0－V

型語順の使用状態をRolleの時代と相前後

する時期の他の作品について調ぺて見ると第

2表のような結果が得られた。比較の資料と

した作品は！Elfricの0α≠んo勉Eo珈漉5

中のSt・Stephenの受難を述べた章（以下

S’砂加π　と略す），Pθ∫8地oyo％8h　Chγo勉oJβ

のContinuatlolls　I，Il（それぞれP．C、（フ．
　　　　　　　　　（9）
1，p・C・C，1∫と略す），・4％7伽θ｝碗5詔
　　　　　　　（10）
Pa「ts6・7（オ躍と略す），丁加Bo碑qブpア1妙

Coz‘郷βZJ痂8（P吻ッと略す），丁加Bo盈o∫
　　　　　　　　　　　　（11）
ハ4僻8θ7ッκβ挽ρθ（ルf僻8θ型と略す）である。

なおRoJZ81はRQIlcの書簡体作品を，RoJJ62

はその他の作品を示す。また参考のために従

属節におけるその分布も付記しておいた。

　この第2表は，語順を問題とする限り，通

時的観点からもRolleの作品は書簡体作品

とそれ以外の作品という最小限2種には分類

して論じなけれぱならないこと，また，語順

における‘modemity’が主張できるとすれ

ば，書簡体作品においてであること，を示す

ものである。

　以上S－0－V語順についての調査から碍

られた所を述べたが，勿論これだけではさき

のChambersの主張の妥当性を検討するに

第2表

Non一（1epen（ient
Clauses

S－On』V　　　　（a）

　　　　（b）
S－Opr－V　　（a）

　　　　（b）

Depen（ient
Clauses

S－On－V

S－OpトV

S砂ゐβ％P・C・C・LP・C・C・11　ヨ研7　Ro〃θ1　RoJJθ2　Pγづ”ツ　ハ4α78βη

（991－92）（1122－31）（1132－54）（・1230）（α1349）（α1349）（？α1400）（？α1440）

十
十
十
十

十
十
十

十
十
十

十
十

十
十
十
十

十
十

十
十

十
十

十
十

十
十

十
十

十
十 十



は不十分である。同種の調査を他のminor

な型についても，またmajorな型について

も試みる必要がある。しかしその検討はさき

の拙稿の主題とする所であるからここで立ち

入ることは差控えたい。ただ，少なくとも語

順を文の主成分間の配列の間題に限り，また

RQlleの作品を書簡体作品に限るならば，

Chambersの主張は妥当性を持つと言えると

いう確認ができたことは報告しておかなけれ

ぱならない。また，書簡体作品に擬古的な文

語体を用いず，当時の口語への近接性を示し

ていると思われる文体を採用したところに，

Rolleの文体感覚・言語感覚の近代性を認め

ることができそうであることもまた付言して

おくべきであろう。

2

　前節で独立節におけるS－0－V型語順が

Rolleの揚合作晶間の文体的蒋慮の相違を示

す指標の一つとなっていることを，その語順

の使用例の分布状態の偏りをもとに論じたが，

その結論は実は或る調査を必要とするもので

あった。本節ではそれについて報告をしてお

きたい。

　それは，前述の作品間における使用例の分

布の偏りが，果して純粋に著者の文体的考慮

に基づくもののみを示し得ているか否かの検

討を可能にするための調査である。すなわち，

その分布の偏りが写本の相違によるに過ぎな

いのであれぱ，また作品の著作年代の相違に

よるに過ぎないのであれぱ，文体的考慮云々

という議論は無意味となるからである。Rollc

の各作品には多くの異写本があることはさき

に触れたが，それらはまたそれぞれ時代と方

言を異にしている。そこで諸写本間の異同の

調査がそのために必要になってくるのである。

また，作品の著作年代の相違による違いも考

慮しなければならなくなってくるのである。
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　著作年代については，書簡体作品のそれは

比較的はっきりしている。一番古いとされて

いるE80ヱ）oy珈oが1343年前後，次いで

丁舵Co解〃昭％4卿8初が書かれ，丁舵Foγ形o∫

五¢u伽8が1348－9年に成ったとされている。

1349年は彼が，おそらく当時猫獄を極めて

いた黒死病のためであろうと思われるが，病

没する年である。その他の作品の著作年代に

ついては7不明のものもあるが，ハ4θ甜繭o俗

など主なものは何れも1340年代すなわち著

者40歳代の頃の作であろうとされている。

となれぱ時期的には書簡体作品を著わした時

期と重なる訳で，従って，偏りが著作年代の

相違によって生じる可能性は少なく，それは

一応除外して考えることができると考えられ

るo

　そこで残るのは写本間の問題である。さき

に触れたようにRolleの作品の写本は数が

多く（例えぱTゐ8Fo噸o∫L∫u魏8では38

を数える），マイク・フィルムやファクシミ

リ・刊本等の形でいくつか調査は出来るもの

の，結局現段階では部分的な調査に終らざる

を得ず，その調査報告も中間報告の形を取ら
　　　　　　　　　　　　　（12）
ざるを得ない。しかし入手し得た資料は，方

言的にもまた成立年代の上からも或る程度適

当なばらつきがあり，この調査の結果が概ね

間題の実相を示し得ているのではないかと考

えられる。その調査結果をまとめたものが第

3表である。なお表の中で丁舵Fo7溺oプ

L働初gのXI章を別にしたのは，それがMS，

Dd，v・64にはその作品の章の数をE耀％4α一

’40y伽θの章の数12に合わせるためにXI

章として挿入されているが，元来はThom－

ton　MS・やB・Mus・Arundei507に見られ

るように独立した作品であったと考えられ

るからである。また，参照の便を考慮して

Horstman版のテキストの該当ぺ一ジを記し

ておいた。Oは当該の作品がその印の記入の

ある欄の写本に書写されていることを示す。



第3表
D（1．v．64 Har1．1022 Vemon L1．i．8 Amnd． Raw1． Thom． Rawl． Camb． e】M［usaeo Longlc一

507 A389 C285 Add．3042 232 at29
L14c L14c L14c L14c c1400 E15c c1440 15c 15c 15c 15c

（N） （N） （s） （n・n－N） （N） （S） （N） （N） （EM） （non－N）

1．　Tゐo　Fo粥卿げL釦∫％8
　　　　　　　　　（3－45，46－9）

　　XL　Sθ％η（｝ψs
　　　　　　　　（45－6，196－7）

2．E80Doγ吻o
　　　　　　　　（49－57，60－1）

　　　　　　　　　　　　　（57－60）

3．　Thβ　Co｝鴛卿α％4解β％’

　　　　　　　　　　　　　（61－71）

4。　ハ4’β4舜α’多0％3　0雑　診ゐθ

　　Pα33¢o％　　（83－103）

5．　ハ4’θ4f’α勘0雑　0％　≠ゐθ

　　Pαs5¢o％α難40∫Th780
　　ノ霊yγ0御50％工）00卿54α夕

　　　　　　　　　　　　（112－21）

6，0％γPの吻躍07為
　　　　　　　（137－56，300－5）

　　　　　　　　　　　　（310－21）

7。0難P鰐βγ（295－300）
8．　Gα頭’」ッG’α4％βεs6　（81）

　　ThθB6θ　　　　（193－4）

　　0雑∫hθ　丁飾　Co錫”3‘脇4一

　　耀螂5　　　（195－6）

　　Dθsツγθ㈱4D8魏（197）
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（O）は当該の作品がその写本に書写されて

はいるが未調査或いは資料の未入手のため未

確認であることを示す。＋の後の数字は用

例の数を示す。L，EはそれぞれLate，Early

を，また（N），（S）等は方言を示している。

第3表は，Rolleの書簡体作品にはこの語

順は，写本間の方言的違い，書写年代の違い

に関係なく一例も現われていないことを示し

ている。未確認の写本の数の方が多い現在断

言は控えなけれぱならないが，確認できたも

のの中には主要な写本が殆ど含まれているの

で，おそらくこの結果は変わらないであろう

と予想される。また，この語順の使用例の分

布の偏りが一つの写本の中で際立って示され

ている例はMS，Rawlinsol1C285である。

そこでは作品5にこの語順が5例見出される

に対して，書簡体作品である作品1には1例

も見出されないのである。なお，4，5，6の作

品に見られる写本間の用例の数の違いは，そ

の対応個所の文章ないしその語順が写本間で

一致していないことを示している。例えぱ，

さきの例文（2）はMS．Rawlinsoll　C285か

らのものであったが，MS．Arundcl507に

おけるその対応個所は次に示すように，文が

1個欠けており，しかもゐo≠以下は能動態

が受動態に変わっているのである。

（6）　　｝｛　114113－15　＆　als　nakid　as　hc

was　bome－bot　his　moder　couerchiefθ

was　knit　aboute　his　lymes，

以上のような調査結果から，独立節におけ

るS－0－V型語順の分布の作品間での偏り

は，純粋にとは言えないまでも，相当程度著

者の文体的考慮の結果を反映したものである

と解して良いと考えられる。従ってこれをそ

の指標の一つとした前節の結論はこの語順に

関する限り更に根拠を得たと言うことができ

るのである。しかし今後他の未確認の写本の

調査をさらに進めてその根拠をさらに固める
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とともに，その他の観点からの資料も加え，

Rolleの散文文体の特徴とする所を，その背

後にあるRolleの時代の言語状況を常に考

えつつ，理解することに努める必要があろう。

また同時にauthorshipが確定されていない

作品についてこの種の語順研究の成果がその

確認作業の段階で寄与し得る面がないかどう

かの検討も今後必要となるのではあるまいか。
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